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校長 仲地千佳

今日から１２月。あっと言う間に１年が経ち、巳年
から午年へ、学校では、それぞれの学年のまとめに
入っていきます。ご家庭でもクリスマスのイベントや
年越しの準備等で忙しいことと思います。どうぞ、各
家庭で、地域で、よい思い出つくってください。
さて、みだしに大きくうたわせていただいたのは

真嘉比小の今年一番の成果と課題です。
真嘉比小学校では

〇自己存在感の感受
〇共感的な人間関係の育成
〇自己決定の場の提供
〇安全・安心の風土の醸成
生徒指導の４つのポイントを重視し、各学級経営
の充実を図っています。その中でも、いじめ未然防
止、人権尊重等については各教科・領域の枠をこえ、
先生方が子ども一人一人に気配り、声かけ、支援・
指導を行っています。その際、学級担任だけでなく、
学年、専科、管理職、関係機関と連携し学校全体で
取り組んでいることをご理解ください。
いちばんの課題は、安全・安心の風土の醸成が

十分でなかったことです。
「いじめ」を容認することは、重大な犯罪・非行を

生じさせること、豊かな人生を創ることの根幹を失
いかねないと考えています。誰もが安全に安心して
過ごせる社会の最小が家庭、最大の社会が学校・
地域だからです。
その学校で、嫌な思いをしたり、怖い思いをした

子がいるなら、校長として申し訳ない思いでいっぱ
いです。ほんとうにごめんなさい。
成果としてあげるなら、毅然とした態度で「いや」

が言える子、嫌なことがあったら先生や信頼できる
大人に相談できるようになってきたことです。こころ
のアンケートだけでなく学級の先生、専科の先生、
保健室の先生、多くの先生に相談し、よりよい解決
方法を見出す子が増えました。いじめの件数が上
がったのは今の学校現場ではマイナス要因ではな
いことも併せてご理解ください。
ひとりで抱え込まず、おうちの人にはもちろん、信

頼できる場所で自分の事を聞いてもらう勇気が「い
じめ」をなくす行動の一つです。
これからも職員一同、小さな事とは片付けず、一

時的なこととは考えず、長期的に「いじめ」や人権
尊重に真摯に向き合っていきます。
今後とも、ご理解・ご協力お願いします。

仲井真っ子♥

１日（月） 家庭学習レベルアップ旬間（～１９日）
２日（火） お話朝会
５日（金） おにぎりの日 ☆公文あり
９日（火） 児童朝会
１６日（火） 音楽発表会（リハーサル）児童鑑賞
１７日（水） 第２回ワクワク学びフェスタ
１９日（金） 音楽発表会 ☆公文あり
🌸一生懸命練習しています。
子どもたちの活躍に拍手・声援お願いします。

２３日（火） 音楽朝会
２５日（木） 二学期前半終了の日

放送朝会 ４校時（給食あり）
１：１５総下校

２６日（金） 冬季休業（～1/4) 
★「い・か・の・お・すし」★交通安全

有意義な年越し、お正月を祈念します。
１月５日（月）二学期後半開始日

４校時（給食なし） １２：２５総下校

１２月２日に本運動の作文コンクール審査委員
長として表彰式に参加します。
「社会を明るくする運動」はすべての国民が、犯
罪や非行防止と犯罪や非行をした人たちの更生
に理解を深め、それぞれの立場において力を合
わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地
域社会を築くための全国的な運動です（主催：法
務省）。
昨年に引き続き、作文審査は更生保護士、新
聞各社、テレビ局担当者、校長先生で行いました。
小・中学生が、犯罪・非行防止について考え、
行動していることを作文として発表します。
読んでいくと、SNS等のネット犯罪を含め、身

近な家庭や学校のルールを守ることが犯罪抑止
につながることが改めてわかりました。あいさつ
やゴミ拾い、携帯・ゲーム時間を守ること等、「当
然わかってるよ（やってるよ）校長先生」と言われ
るような内容ですが、続けていくことは難しいよう
です。その危うさをよく表現している作品が心に
残りました。言葉のいじめ、誹謗中傷も犯罪です。
罪は憎み、人を憎まない。そのための法律で

す。弁護士や検察官など法律家を目指す人もい
るでしょう。身近な地域、学校、そしてそれぞれの
おうちが、安全で安心できる場所、そして社会の
みんなが「明るく過ごすためにできること」を冬休
みやふとした時にぜひ考えてみてください。

🌸11/29 地区音楽発表会に６年生参加
感動で涙が！成長凄まじいです！


